
C O N T E N T S

●農業の構造転換の推進等に資する
　農業農村整備事業関係予算の確保等を要請
関係省庁、道選出国会議員に   ❷

●令和８年度農業農村整備予算の確保に向けて
　土地改良関係者約1,200名の総意を結集　
「農業農村整備の集い」   ❹

●７年度臨時総会附議事項を承認
理事会   ❻

●農業農村整備事業の推進等に向けた提案要請事項等を審議
委員長に德永弟子屈町長を再任
農業農村整備推進委員会   ❼

●本部・支部の連携・協力など確認
　支部事務局長会議   ❾
●全道研修会の協力体制を確認 部会長に飯沼誠一氏が就任
　職員部会委員会   ❾
●土地改良区運営基盤強化推進研修   ❾
●農地海岸事業の計画的な推進に向け連携 
　会長に伊藤猿払村長を選任
　北海道海岸農地保全対策事業促進協会通常総会   10
●【PR】農家負担金軽減支援対策事業のご案内   11
●【PR】令和７年度農業土木技術者育成講座・
　基礎力養成Web講座を開講します！   12

北海道土地改良事業団体連合会 会報

道民の財産、「水」「土」「里」を次代へ引き継ごう　
　「水
み

土
ど

里
り

ネット北海道」は北海道土地改良事業団体連合会の愛称です　

！
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（隔月 1回発行　令和 7年 8 月10日発行）

　昨今、全国で続く猛暑が農作物の生育に影響を与えており、食料供給地域である北海道においても高温障害へ
の対応は喫緊の課題。農業農村整備事業によりパイプラインの整備が進んでいる地域では、日光等の影響が少な
い地中の管水路を通った用水をリールマシンで散水することで、地温の上昇が抑制されることから、未整備の地
域と比べて作物の生育が安定している。 （大空町でのレタスへのかんがい　写真提供：北海道農政部）

散水により地温の上昇を抑制し
作物の生育が安定
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本
会
は
５
月
14
日
と
、
６
月
18
・
19
の
両

日
に
代
表
者
が
上
京
し
、
令
和
８
年
度
国
費

予
算
概
算
要
求
に
向
け
て
、
財
務
省
、
農
水

省
、
国
交
省
、
道
選
出
国
会
議
員
等
へ
の
要

請
を
行
っ
た
。
６
月
19
日
に
は
、
自
民
党
道

選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
会
を
開
催
。
農
業

の
構
造
転
換
の
推
進
等
に
資
す
る
農
業
農
村

整
備
事
業
関
係
予
算
の
確
保
な
ど
５
項
目
を

要
請
し
た
。

農
業
の
構
造
転
換
の
推
進
等
に
資
す
る

農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
の
確
保
等
を
要
請

令
和
８
年
度
国
費
予
算
概
算
要
求
に
向
け

関
係
省
庁
、道
選
出
国
会
議
員
に

要
請
に
は
、
菊
地
博
会
長
、
德
永
哲
雄
副

会
長
を
は
じ
め
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会

正
副
委
員
長
ら
が
参
加
。
新
た
な
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
に
お
い
て
明
記
さ
れ
た

「
初
動
５
年
間
で
農
業
の
構
造
転
換
を
集
中

的
に
推
し
進
め
る
」
こ
と
に
関
し
て
、
既
存

予
算
の
ほ
か
に
、
別
枠
で
の
十
分
な
予
算
を

確
保
す
る
た
め
の
緊
急
要
請
を
行
っ
た
。

財
務
省
へ
の
要
請
で
、
横
山
信
一
副
大
臣

は
「
こ
う
し
て
現
場
の
声
を
届
け
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
事
。
我
々
も
そ
う
し
た
声
を

し
っ
か
り
と
聞
き
な
が
ら
、
農
業
農
村
整
備

な
ど
必
要
な
事
業
を
推
進
で
き
る
よ
う
、
農

水
省
と
連
携
し
て
ま
い
る
」
と
述
べ
た
。

農
水
省
で
は
、前
島
明
成
農
村
振
興
局
長
、

青
山
健
治
同
局
次
長
、
石
川
英
一
整
備
部
長

ほ
か
、
関
係
各
課
長
等
へ
要
請
。
前
島
局
長

は
「
別
枠
予
算
の
確
保
に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
」
と
応
え
た
。

国
交
省
北
海
道
局
で
は
、柿
崎
恒
美
局
長
、

影
山
義
人
農
林
水
産
課
長
ら
と
面
談
し
、
必

要
な
予
算
総
額
の
確
保
等
を
求
め
た
。

ま
た
、道
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
で
は
、

中
村
裕
之
衆
議
院
議
員
が
「
集
中
対
策
期
間

を
定
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
予

算
を
付
け
る
こ
と
が
重
要
」
と
応
え
た
。

６
月
19
日
、
午
前
８
時
か
ら
自
民
党
本
部

で
、
菊
地
会
長
を
は
じ
め
本
会
役
員
や
、
道

内
町
村
長
、
土
地
改
良
区
理
事
長
、
Ｊ
Ａ
組

合
長
な
ど
１
１
５
名
が
参
加
し
、
自
民
党
道

選
出
国
会
議
員
に
対
す
る
要
請
会
を
開
催
。

冒
頭
、
菊
地
会
長
は
、
農
業
農
村
整
備
事

業
等
の
推
進
に
対
す
る
支
援
に
お
礼
を
述
べ

た
後
、「
予
算
編
成
の
基
本
と
な
る
骨
太
の

方
針
に
は
、
農
地
の
大
区
画
化
等
を
推
進
す

る
た
め
の
別
枠
予
算
の
確
保
や
、
国
土
強
靭

化
実
施
中
期
計
画
の
推
進
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
来
年
度
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

予
算
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

述
べ
、令
和
８
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
、

事
業
の
着
実
な
推
進
に
必
要
な
予
算
総
額
の

確
保
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
武
部
新
自
民
党
道
連
会
長

は
挨
拶
の
中
で
、
要
請
に
対
す
る
謝
辞
を
述

べ
た
後
、「
皆
様
の
お
か
げ
で
国
土
強
靭
化

中
期
計
画
が
決
定
さ
れ
、
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
の
改
正
も
行
わ
れ
た
。
今
後
５
年

間
で
農
業
の
構
造
転
換
、
国
土
強
靭
化
を

図
っ
て
い
く
」
と
述
べ
、「
基
本
計
画
の
中

で
北
海
道
が
食
料
安
全
保
障
に
お
い
て
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
北

海
道
の
基
盤
整
備
が
大
事
と
い
う
流
れ
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
応
え
た
。

德
永
副
会
長
は
要
請
書
に
基
づ
き
、
農
業

の
構
造
転
換
の
推
進
等
に
資
す
る
農
業
農
村

整
備
事
業
関
係
の
予
算
の
確
保
を
は
じ
め
と

し
た
５
項
目
に
つ
い
て
要
請
し
、
藤
田
二
専

務
は
、
水
田
、
畑
、
酪
農
地
帯
に
お
け
る
農

業
農
村
整
備
の
取
組
と
効
果
や
、
農
村
地
域

の
防
災
・
減
災
対
策
の
必
要
性
、
基
盤
整
備

横山財務副大臣に要請する本会代表者

要請に対して応える武部自民党道連会長 自民党本部での要請会には道内から115名が参加

自
民
党
道
選
出
国
会
議
員
へ
の

要
請
会
を
開
催
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　北海道の農業・農村は、積雪寒冷な気象や特殊土壌など厳しい生産条件を、農業者のたゆまぬ努力と土地
改良の積み重ねにより克服し、本道の社会・経済を支える基幹産業として発展を続け、安全・安心な食料の
安定供給や国土の保全などに重要な役割を担ってきました。
　しかしながら、近年、農村地域の高齢化や人口減少、自然災害の頻発・激甚化に加え、世界的な食料情勢
の変化や気象変動などに伴い、我が国の食料・農業・農村を巡る情勢は大きく変化しており、こうした中、
国は昨年、食料安全保障の強化等の実現に向けて食料・農業・農村基本法を改正し、それに基づき、本年３
月に土地改良法の改正を行うとともに、４月には新たな食料・農業・農村基本計画を策定しました。
　このような中で、大規模で専業的な農業が展開され、新たな基本計画において我が国の主要穀物などの主
産地と位置付けられている本道の農業・農村が引き続き発展し、国民への食料の安定供給に一層貢献してい
くためには、飛躍的な生産性の向上が期待できるスマート農業の推進や、高品質・高収益な作物の生産拡大、
農村地域の防災・減災を進めていく必要があり、その礎となる農業農村整備事業の着実な推進が不可欠であ
ります。
　さらに、新たな基本計画における初動５年間の農業構造転換集中対策を着実に進めていくためには、「農地
の大区画化」などを加速的に実施していくことが必要です。
　つきましては、新たな基本計画の実効性を確保し、地域の要望に即した農業生産基盤の整備等を推進する
ため、十分な予算総額の確保を要請します。

記
　１．農業の構造転換の推進等に資する農業農村整備事業関係予算の確保
　　○ 　食料・農業・農村基本法改正を受け、農業の構造転換を強力に推進するとともに、食料安全保障の

強化や農村地域の国土強靭化に向けて、農業農村整備事業を計画的に推進できるよう、予算総額を確
保すること

　　○ 　特に、新たな基本計画における初動５年間の農業構造転換集中対策期間については、スマート農業
の導入にも資する農地の大区画化や中山間地域のきめ細やかな整備、老朽化が進む農業水利施設の更
新や緊急的な補強などを推進するため、継続地区の事業促進の加速化と新規地区の前倒し採択に向け、
既存予算とは別枠での十分な予算を確保すること

　　○ 　併せて、円滑かつ着実な事業の執行により事業効果の早期発現を図るため、農家負担や地方負担の
軽減を図ること

　２．改正土地改良法などを踏まえた事業・支援制度の充実
　　○ 　改正土地改良法や土地改良長期計画の見直し、国土強靭化実施中期計画などを踏まえ、国内農業の

生産力・競争力の更なる強化や、農業・農村の防災・減災対策の着実な推進を図るため、関連する事業・
支援制度の充実を図ること

　３．農業水利施設の適切な保全管理に資する支援制度の充実
　　○ 　公共性・公益性を有する農業水利施設の適切な保全管理に向けて、ICT等を活用した管理の省力化・

高度化等の取組を推進するなど、土地改良区の運営基盤の強化に資する支援制度の充実を図ること
　４．多面的機能支払などの制度の充実と必要な予算の確保
　　○ 　農地や水路、農道等の保全活動の適切な実施や、生産条件が不利な地域の農業生産活動が維持でき

るよう、多面的機能支払や中山間地域等直接支払制度の充実を図るとともに、必要な予算を確保する
こと

　５．現場の実情を踏まえた水田政策の見直し
　　○ 　水田政策の見直しにあたっては、地域の農業に大きな影響を及ぼす可能性があることから、本道の水

田農業関係者への情報提供を丁寧に行うなどし、現場の実情を踏まえた制度となるよう検討すること

　　　　　令和７年６月
北海道土地改良事業団体連合会　　
会長理事　菊　地　　　博　　　　

農業農村整備事業の推進等を求める
要　　　　請　　　　書

に
よ
る
夏
場
の
高
温
の
影
響
を
軽
減
す
る
効

果
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
を
代
表
し
、
４
支
部
長
か

ら
各
地
域
に
お
け
る
事
業
の
効
果
な
ど
に
つ

い
て
説
明
。
硲
一
寿
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
長
は

「
基
盤
整
備
は
営
農
だ
け
で
は
な
く
、
町
づ

く
り
の
将
来
に
繋
が
る
」、
河
村
康
英
渡
島

支
部
長
は「
高
収
益
作
物
の
生
産
を
拡
大
し
、

農
家
所
得
の
向
上
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は

土
地
改
良
事
業
が
必
要
」、
榎
本
好
男
上
川

支
部
長
は
「
大
区
画
化
に
よ
り
労
働
時
間
が

削
減
さ
れ
、
効
率
的
な
営
農
に
よ
り
６
次
産

業
化
へ
の
取
組
が
進
む
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
繋
が
っ
て
い
る
」、
金
秀
行
後
志
支
部

長
は
、「
農
業
農
村
整
備
の
促
進
に
よ
り
、

収
益
性
の
高
い
地
域
農
業
を
確
立
し
た
い
」

な
ど
、
地
域
の
事
例
を
交
え
て
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
武
部
自
民
党
道
連
会
長
が

「
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
よ
り
所
得
が
向

上
し
た
と
い
う
声
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。

事
業
の
効
果
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
大
事
。
要

請
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」、
鈴
木
貴
子
同
会
長
代
行
が
「
要
請
活

動
で
農
業
農
村
整
備
の
効
果
を
数
値
で
示
す

こ
と
は
大
事
な
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
を

お
願
い
し
た
い
」、
船
橋
利
実
同
副
会
長
が

「
北
海
道
で
営
ま
れ
て
い
る
様
々
な
農
業
の

た
め
に
、
き
め
細
や
か
な
対
策
を
進
め
て
い

な
か
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
東
国
幹
同
副
会

長
が
「
土
地
改
良
事
業
を
行
え
る
よ
う
、
当

初
予
算
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
る
」
自
民
党

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
両
院
議
院
会
事
務
局
の
向

山
淳
議
員
は
「
基
盤
整
備
に
集
中
的
に
投
資

を
す
る
と
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
や
、
６

次
産
業
化
、
さ
ら
に
は
多
様
な
担
い
手
の
確

保
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
を
訴
え
て
ま
い
り

た
い
」
と
応
え
た
。

※
要
請
書
の
ほ
か
、
動
画
な
ど
を
用
い
て

農
業
農
村
整
備
事
業
の
効
果
を
説
明
。

（
動
画
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）
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で
力
を
結
集
し
よ
う
と
い
う
思
い
で
皆
さ
ん

お
集
ま
り
だ
と
思
う
。農
家
所
得
の
向
上
と
、

農
産
物
の
流
通
上
の
課
題
追
求
を
両
立
さ

せ
、消
費
者
と
生
産
者
が
お
互
い
を
理
解
し
、

前
向
き
な
消
費
行
動
が
で
き
る
社
会
に
な
る

よ
う
、
頑
張
っ
て
参
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

都
道
府
県
水
土
里

ネ
ッ
ト
会
長
会
議
顧

問
の
進
藤
金
日
子
参

議
院
議
員
は
、
祝
辞

の
中
で
「
昨
年
、
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改
正
し
、
本
年
、

基
本
計
画
を
閣
議
決
定
し
た
が
、
議
論
を
重

ね
る
ほ
ど
、
土
地
改
良
事
業
の
重
要
性
が
浮

き
彫
り
と
な
る
。
農
業
に
お
け
る
様
々
な
課

題
を
解
決
す
る
に
は
、
安
定
的
な
予
算
確
保

が
必
要
。
確
実
な
予
算
確
保
に
向
け
て
、
国

政
の
場
で
の
結
集
が
必
要
で
あ
る
」
と
力
強

く
呼
び
か
け
た
。

都
道
府
県
水
土
里

ネ
ッ
ト
会
長
会
議
顧

問
の
宮
崎
雅
夫
参
議

院
議
員
は
、
情
勢
報

告
の
中
で
「
本
年
度

予
算
は
、昨
年
度
よ
り
２
６
０
億
円
増
加
し
、

６
５
０
０
億
円
と
な
っ
た
。
進
藤
議
員
と
２

人
体
制
で
補
正
予
算
を
合
わ
せ
て
、
６
０
０

０
億
円
台
を
確
保
し
て
い
る
。
初
動
５
年
間

で
農
業
の
構
造
転
換
を
集
中
的
に
進
め
、
閣

議
決
定
さ
れ
た
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計

画
、
骨
太
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
既
存
予
算

と
は
別
枠
の
予
算
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
（
会

長
・
二
階
俊
博
）
は
６
月
18
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
砂
防
会
館
別
館
で
「
農
業
農
村
整

備
の
集
い
」
を
開
い
た
。
農
林
水
産
省
か
ら

小
泉
進
次
郎
大
臣
、
滝
波
宏
文
副
大
臣
、
庄

子
賢
一
大
臣
政
務
官
、
山
本
佐
知
子
大
臣
政

務
官
を
は
じ
め
、
前
島
明
成
農
村
振
興
局

長
、
青
山
健
治
同
局
次
長
、
石
川
英
一
同
局

整
備
部
長
ら
幹
部
が
出
席
。
ま
た
、
１
６
９

名
の
衆
参
国
会
議
員
の
臨
席
を
得
て
、
全
国

か
ら
１
２
５
６
名
、
う
ち
北
海
道
か
ら
１
１

８
名
の
土
地
改
良
関
係
者
が
参
集
。
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
基
づ
き
初
動
５
年

間
で
農
業
の
構
造
転
換
を
集
中
的
に
実
施

し
、
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
に
基
づ
い

た
取
組
を
一
層
推
し
進
め
る
た
め
の
別
枠
を

含
め
た
必
要
な
予
算
の
確
保
な
ど
、
８
項
目

か
ら
な
る
要
請
書
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、

総
意
を
結
集
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し

て
挨
拶
に
立
っ
た
全

国
水
土
里
ネ
ッ
ト
の

二
階
会
長
は
、
国
会

議
員
等
の
臨
席
に
お

礼
を
述
べ
た
あ
と
、「
食
料
安
全
保
障
の
確
保

の
た
め
に
、
農
業
の
構
造
転
換
を
強
力
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
既
存
の
土

地
改
良
予
算
に
加
え
、
別
枠
予
算
を
確
保
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
土
地
改
良
団
体
と
し
て

取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
。
土
地
改
良
予

算
を
確
保
し
な
け
れ
ば
農
業
は
栄
え
な
い
。

「
土
地
改
良
こ
こ
に
あ
り
」と
い
う
よ
う
に
、

皆
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

臨
席
し
た
小
泉
大

臣
は
、
祝
辞
の
中
で
、

「
農
業
農
村
整
備
事

業
の
集
い
に
、
こ
れ

か
ら
５
年
間
の
集
中

構
造
転
換
に
向
け
て
、
今
ま
で
以
上
に
全
国

農業農村整備予算の確保に向けて、総力を結集
した農業農村整備の集い

      ガンバロウ三唱を唱和する本会関係者

い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

そ
の
ほ
か
、
自
民
党
森
山
裕
幹
事
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
食
料
安
全
保
障
等
に
つ
い
て
重

要
性
を
訴
え
た
。

続
い
て
、
本
年
度
、
全
国
土
地
改
良
大
会

を
開
催
す
る
水
土
里
ネ
ッ
ト
佐
賀
の
金
澤
智

寿
子
理
事
が
、
別
枠
を
含
め
た
必
要
な
予
算

の
確
保
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
要
請
案
文
を
朗

読
し
、
こ
れ
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

最
後
に
、
あ
お
も
り
水
土
里
ネ
ッ
ト
女
性

の
会
の
山
崎
順
子
会
長
と
あ
お
も
り
水
土
里

ネ
ッ
ト
青
年
部
会
の
淺
利
郁
会
長
の
音
頭

で
、〝
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
〞
を
声
高
ら
か
に
唱

和
。
予
算
確
保
へ
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
誓

い
合
っ
た
。

令
和
８
年
度
農
業
農
村
整
備
予
算
の
確
保
に
向
け
て

土
地
改
良
関
係
者
約
１
２
０
０
名
が
総
意
を
結
集

農
林
水
産
大
臣
は
じ
め
国
会
議
員
が
臨
席

『
農
業
農
村
整
備
の
集
い
』



　現在、国際社会は、地球規模の異常気象、ロシアのウクライナ侵略、世界的な物価高騰など、様々な問題に直面して
いる。また、我が国の農業・農村も、農業者の高齢化や減少により、営農の継続やそれを支える農地及び農業用水の保
全管理が困難になるなど、様々な問題に直面している。
　これらの国内外の様々な問題に対応していくため、令和６年に食料・農業・農村基本法が改正され、これを受けて、
令和７年に土地改良関係者の意見が反映された土地改良法の改正が行われた。そして、新たな食料・農業・農村基本計
画が閣議決定され、農業の構造転換を５年間で集中的に実施することとなった。
　また、令和５年の改正国土強靱化基本法に基づき、先日、第１次国土強靱化実施中期計画が閣議決定され、国土強靱
化をより一層推し進めることとなった。
　土地改良に関しては、これまでもその時々の状況に対応して制度見直し等を行いつつ、農地の大区画化や汎用化・畑
地化等の整備とその集積・集約化、スマート農業の展開に向けた基盤整備、農業水利施設等の維持・更新、洪水被害防
止対策やため池の耐震化等の農村地域の防災・減災対策などを進めてきた。今般の土地改良法の改正は、人口減少が進
む農村において、競争力のある農業を支える生産基盤を守るために欠かせないものであり、水土里ネットの役割は、食
料安全保障の強化や国土強靱化、中山間地域の活性化に向け、より一層重要になってくる。
　このような状況の中、水土里ネットには、食料の安全保障の確保や農業・農村の多面的機能を発揮させるため、先人
達のたゆまぬ努力により維持・活用されてきた農地・農業用水等の地域資源を健全な状態で次世代に継承していく責務
がある。また、地震や豪雨など頻発する災害によって、国民の生命と財産が脅かされている中、農村地域の防災・減災
対策等の国土強靱化を継続的に推進していくことが求められている。このため、水土里ネットは、改正土地改良法の趣
旨を十分理解し、技術、経験など持てる能力を最大限に発揮すべく、男女共同参画を推進しつつ、引き続きその体制強
化を図り、農業・農村を支える役割の中心的な存在となることを改めて決意し、取り組んでいく。
　土地改良関係予算については、「闘う土地改良」の下、組織を挙げて様々な活動を行った結果、令和６年度補正予算、 
令和７年度当初予算を合わせて、昨年度を上回る6,500億円を確保することができた。水土里ネットは、この予算を活用し、
農業・農村の発展に向け、積極的な貢献を果たしていく覚悟である。
　全国の水土里ネットは、培ってきた経験と技術を活用し、「闘う土地改良」のスローガンの下、一致団結して、次の事
項の実現を図ることを国に要請する。

記

　一　食料・農業・農村基本計画に基づき初動５年間で農業の構造転換を集中的に実施するとともに、国土強靱化実施
中期計画に基づいた取組を一層推し進めるため、農業・農村を支え、守り、我が国の食料安全保障の確保に欠かせ
ない土地改良事業をスピード感を持って推進できるよう、当初及び補正予算とあらゆる機会において、別枠を含め
た必要な予算をしっかりと確保すること。

　二　土地改良法の改正を受けて、制度の趣旨及び内容の十分な浸透を図ること。また、水土里ビジョンの作成を始め
とする農地・農業用水等の地域資源を次世代につなごうとする土地改良区や土地改良事業団体連合会、市町村等の
取組への支援や地方財政措置の充実を図ること。

　三　国内の農業生産の増大と食料自給力の確保のため、地域計画に基づく担い手への農地の集積・集約化、米から高
収益作物への転換、麦・大豆等の本作化、スマート農業の導入やほ場周りの管理の省力化を促す大区画化、　中山間
地域におけるきめ細かな整備等の農地整備と情報通信環境の整備を推進すること。

　四　大規模災害からの復旧・復興や再度災害防止の取組を早急に進めるとともに、農地復旧についての農家負担の軽
減に配慮すること。併せて、農村地域の国土強靱化のため、基幹から末端に至るまでの農業水利施設の更新・長寿
命化や、豪雨・地震対策等を推進すること。

　五　自然的、社会的、経済的な情勢変化を踏まえ、高い公共性・公益性を有し、食料の安全保障の確保に貢献してい
る土地改良施設の維持管理に対する支援を充実させること。

　六　農村地域を支えている多面的機能支払や中山間地域等直接支払について、活動組織の体制強化や支援範囲の拡大
等を図るため、更なる制度の拡充及び必要な予算の確保を行うこと。

　七　ICT、AI等を活用して、土地改良施設の管理の省力化・高度化等を図る取組を推進するとともに、中小規模の土
地改良区を対象とした合併など、食料安全保障を支える土地改良区の運営基盤強化に対する支援を推進すること。

　八　上記事項が確実に実施されるよう、今後、改定が予定される土地改良長期計画に位置付け、それらの推進に当たり、
水土里ネットが有する技術、経験などを十分発揮できるよう配慮すること。

　　　　　令和７年６月18日
全国土地改良事業団体連合会、都道府県土地改良事業団体連合会

要　　　請　　　書

5
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７
年
度
補
正
予
算
、役
員
の
選
任
な
ど

７
年
度
臨
時
総
会
附
議
事
項
を
承
認

理
事
会

〜
第
１
回
理
事
会
〜

冒
頭
、
菊
地
博
会
長
は
、
令
和
８
年
度
国

費
予
算
の
概
算
要
求
に
向
け
た
動
き
に
つ
い

て
、「
国
で
は
、
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向

け
、
既
存
の
農
林
水
産
予
算
の
ほ
か
、
別
枠

予
算
を
措
置
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
る
な

ど
、
農
業
農
村
整
備
予
算
の
増
額
に
向
け
た

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
中
、

６
月
18
日
に
「
農
業
農
村
整
備
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
本
会

と
し
て
も
要
請
行
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
の
で
、
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
」
と
協
力
を
求
め
た
。

審
議
事
項
で
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の

推
進
等
に
向
け
た
提
案
要
請
、
職
員
服
務
規

程
な
ど
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認
し
た
ほ

か
、
14
支
部
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
農
業
農
村

整
備
推
進
委
員
会
委
員
80
名
の
任
命
を
承
認

し
た
。
任
期
は
令
和
７
年
４
月
５
日
か
ら
２

年
間
。

報
告
事
項
で
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
に

関
す
る
別
枠
予
算
の
確
保
に
向
け
た
緊
急
要

請
に
つ
い
て
報
告
し
た
ほ
か
、
土
地
改
良
法

第
１
３
２
条
第
２
項
の
規
程
に
基
づ
く
検
査

本
会
は
６
月
６
日
に
令
和
７
年
度
第
１
回
理

事
会
、
７
月
24
日
に
第
２
回
理
事
会
を
本
会
会

議
室
で
開
き
、
７
年
度
臨
時
総
会
に
附
議
す
べ

き
事
項
、
令
和
８
年
度
国
費
予
算
概
算
要
求
に

向
け
た
提
案
要
請
、
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員

会
委
員
の
承
認
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
し
た
。

結
果
や
令
和
６
年
度
財
務
の
決
算
見
込
み
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

〜
第
２
回
理
事
会
〜

冒
頭
、
菊
地
会
長
は
、
８
年
度
の
国
費
予

算
編
成
に
向
け
て
の
国
の
動
向
に
つ
い
て
触

れ
、「
予
算
編
成
の
基
本
と
な
る
骨
太
の
方
針

に
は
農
地
の
大
区
画
化
等
を
推
進
す
る
た
め

の
別
枠
予
算
の
確
保
や
、
防
災
・
減
災
対
策

の
必
要
十
分
な
予
算
の
確
保
が
明
記
さ
れ
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
予
算
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
と
も
、
国
の

情
勢
を
注
視
し
、
道
開
発
局
や
道
、
全
土
連

な
ど
か
ら
、
情
報
や
指
導
・
助
言
を
い
た
だ

き
、
適
宜
、
要
請
活
動
な
ど
を
行
っ
て
ま
い

る
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
」
と
述
べ
た
。

審
議
事
項
で
は
、
６
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
と
７
年
度
補
正
予
算
、
役
員
の
選
任
を

主
な
議
題
と
す
る
本
年
度
臨
時
総
会
に
附
議

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
審
議
。
総
会
招
集
を

８
月
26
日
と
し
、
６
年
度
事
業
と
そ
れ
に
基

づ
く
48
億
９
千
万
円
の
収
支
決
算
お
よ
び
、

７
年
度
決
算
の
確
定
に
伴
う
２
億
９
千
９
百

万
円
を
追
加
計
上
す
る
７
年
度
補
正
予
算
の

ほ
か
、
役
員
の
選
任
を
承
認
し
た
。

報
告
事
項
で
は
、
第
１
回
定
期
監
査
の
結

果
や
、
令
和
６
年
度
通
常
総
会
で
申
請
し
た

定
款
変
更
の
認
可
に
つ
い
て
報
告
。
ま
た
、

本
会
代
表
者
が
６
月
18
日
・
19
日
に
行
っ
た

国
費
予
算
中
央
要
請
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

６月６日に開いた第１回理事会

本
会
等
の
主
要
行
事
予
定

○
８
月
26
日（
火
）

・
令
和
７
年
度
臨
時
総
会

○
９
月
３
日（
水
）

・
職
員
部
会
全
道
研
修
会

○
10
月
２
日（
木
）

・
第
１
回
土
地
改
良
区
委
員
会

○
10
月
15
日（
水
）

・
第
47
回
全
国
土
地
改
良
大
会

○
12
月
上
旬

・
第
３
回
理
事
会

○
１
月
下
旬

・
第
２
回
土
地
改
良
区
委
員
会

・
水
土
里
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

○
２
月
中
旬

・
第
２
回
総
務
金
融
委
員
会

○
３
月
上
旬

・
第
４
回
理
事
会

○
３
月
24
日（
火
）（
予
定
）

・
令
和
７
年
度
通
常
総
会

※
日
程
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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北
海
道
開
発
局
農
業
水
産
部
及
び
道
農
政
部

農
村
振
興
局
の
幹
部
が
出
席
。

冒
頭
、
菊
地
博
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
委

員
並
び
に
来
賓
の
出
席
に
対
す
る
お
礼
を
述

べ
た
あ
と
、「
国
で
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
の
国
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
衆

参
農
水
委
員
会
に
お
い
て
、「
食
料
安
全
保
障

の
確
保
に
向
け
、
既
存
の
農
林
水
産
予
算
の

ほ
か
、
別
枠
予
算
を
措
置
す
る
」
こ
と
が
決

議
さ
れ
、
そ
の
後
、
自
民
党
食
料
安
全
保
障

強
化
本
部
に
お
い
て
、
農
業
構
造
転
換
集
中

対
策
期
間
に
お
け
る
別
枠
で
の
予
算
確
保
に

つ
い
て
、「
農
地
の
大
区
画
化
な
ど
を
核
に
既

存
事
業
と
別
次
元
の
対
策
と
し
て
検
討
し
、

大
幅
な
予
算
規
模
の
拡
大
を
図
る
こ
と
」
と

決
議
さ
れ
た
と
こ
ろ
。
本
会
に
お
い
て
も
、

５
月
14
日
に
、
財
務
省
、
農
林
水
産
省
、
関

係
国
会
議
員
な
ど
に
別
枠
予
算
の
確
保
に
向

け
た
緊
急
の
要
請
を
行
っ
た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
来
年
度
の
国
費
予
算
概
算
要
求
に
向

け
て
、「
本
会
と
し
て
も
、
北
海
道
に
お
け
る

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
を
求
め
る
要
請

行
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
」と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
北
海
道
開
発

局
農
業
水
産
部
の
植
野
栄
治
部
長
は
、
米
を

巡
る
情
勢
に
つ
い
て
触
れ
、「
農
地
と
い
う
基

盤
が
な
け
れ
ば
食
料
生
産
は
成
り
立
た
な

本
会
は
６
月
６
日
、
札
幌
市
内
で
農
業
農
村

整
備
推
進
委
員
会
を
開
き
、
委
員
長
に
德
永
哲

雄
弟
子
屈
町
長（
本
会
副
会
長・釧
路
支
部
長
）

を
選
ん
だ
。
議
事
で
は
、
令
和
８
年
度
国
費
予

算
概
算
要
求
に
向
け
て
、
農
業
の
構
造
転
換
の

推
進
等
に
資
す
る
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予

算
の
確
保
や
改
正
土
地
改
良
法
な
ど
を
踏
ま
え

た
事
業
・
支
援
制
度
の
充
実
な
ど
５
項
目
の
要

請
事
項
を
決
め
た
。

委
員
会
に
は
、
各
支
部
か
ら
の
推
薦
を
受

け
て
、
本
会
会
長
が
任
命
し
た
委
員
80
名
の

う
ち
55
名
が
出
席
し
た
ほ
か
、
来
賓
と
し
て

い
。開
発
局
と
し
て
は
、北
海
道
の
農
業
・
農

村
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た
事
業
の
推
進

に
務
め
て
ま
い
る
」と
述
べ
、来
年
度
の
予
算

に
つ
い
て
、「
要
請
活
動
に
お
い
て
は
、
農
業

農
村
整
備
事
業
の
有
効
性
や
効
果
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
協
力
を
求
め
た
。

ま
た
、
道
農
政
部
農
村
振
興
局
の
磯
嶋
光

世
局
長
は
、「
農
業
農
村
整
備
の
推
進
に
必
要

な
予
算
の
確
保
が
重
要
と
な
る
中
、
７
年
度

の
北
海
道
補
助
の
農
業
農
村
整
備
関
係
予
算

は
、当
初
と
補
正
を
合
わ
せ
た
総
額
と
し
て
、

道
要
望
額
を
上
回
る
５
４
２
億
円
の
国
費
を

確
保
で
き
た
。
道
と
し
て
は
、
こ
の
予
算
を

有
効
に
活
用
し
、
事
業
の
円
滑
な
執
行
に
努

め
る
。
８
年
度
に
向
け
た
要
望
額
は
検
討
を

進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
力
強
い

ご
支
援
を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

議
事
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
正
副
委
員
長
の

互
選
で
は
、
德
永
委
員
長
の
ほ
か
、
副
委
員

長
に
榎
本
好
男
・
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区

理
事
長
（
上
川
支
部
長
）、
河
村
康
英･

渡
島

平
野
土
地
改
良
区
理
事
長（
渡
島
支
部
長
）、

飯
田
晴
義
・
幕
別
町
長
（
十
勝
支
部
）、
硲

一
寿･

興
部
町
長
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
長
）

を
選
任
し
た
。

当
初
予
算
を
は
じ
め
と
し
た
予
算
総
額
の

安
定
確
保
に
向
け
、
中
央
要
請
行
動
の
実

施
を
決
定

議
事
で
は
、德
永
委
員
長
が
議
長
と
な
り
、

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
を
求
め
る
要

請
事
項
に
つ
い
て
審
議
。
藤
田
二
専
務
が
、
農

業
農
村
整
備
事
業
等
の
着
実
な
推
進
に
向
け

て
、
①
農
業
の
構
造
転
換
の
推
進
等
に
資
す

る
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
の
確
保
、

②
改
正
土
地
改
良
法
な
ど
を
踏
ま
え
た
事

業
・
支
援
制
度
の
充
実
な
ど
の
要
請
事
項
を

説
明
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

ま
た
、
当
初
予
算
を
は
じ
め
と
し
た
予
算

総
額
の
安
定
確
保
に
向
け
、
農
業
農
村
整
備

推
進
委
員
会
代
表
者
に
よ
る
中
央
要
請
行
動

を
６
月
19
日
に
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

参
加
し
た
委
員
か
ら
は
、
電
気
料
金
高
騰

対
策
や
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
（
次
世
代
農
業
促

進
生
産
基
盤
整
備
特
別
対
策
事
業
）
の
継
続

に
つい
て
意
見
が
挙
が
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
道

は
、
国
が
電
気
料
金
高
騰
対
策
の
継
続
を
公

表
し
た
こ
と
を
情
報
共
有
。
ま
た
、
パワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
に
つ
い
て
、
道
と
し
て
は
事
業
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
、
次
期
対
策
の
検
討
を
進
め

て
い
く
。

約80名が参加した農業農村整備推進委員会

北海道開発局と道農政部の幹部職員が
来賓として出席

委
員
長
に
德
永
弟
子
屈
町
長
を
再
任

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
に
向
け
た
提
案
要
請
事
項
等
を
審
議

農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会
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委員数計 80名（市町村長 34名、土地改良区理事長 37名、JA代表理事組合長9名） ※支部毎の名簿順は支部からの推薦順で記載

北海道土地改良事業団体連合会　農業農村整備推進委員会名簿

令和７年７月24日現在

（任期：令和７年４月５日～令和９年４月４日）

委 員 長 釧
路

弟子屈町長

德　永　哲　雄

副委員長 上
川

てしおがわ土地改良区理事長 渡
島

渡島平野土地改良区理事長 十
勝

幕別町長 オ
ホ
ー

ツ
ク

興部町長

榎　本　好　男 河　村　康　英 飯　田　晴　義 硲　　　一　寿

委 員 石
狩

恵庭土地改良区理事長 石
狩

当別土地改良区理事長 石
狩

JA北石狩代表理事組合長 石
狩

石狩土地改良区理事長

大　滝　崇　夫 宮　本　敏　治 川　村　義　宏 伊　藤　修　二

石
狩

新篠津土地改良区理事長 石
狩

新えべつ土地改良区理事長 石
狩

篠津中央土地改良区理事長 空
知

新十津川土地改良区理事長

吉　岡　　　実 山　本　　　宏 茂手木　利　明 阪　口　徳　幸

空
知

北海土地改良区理事長 空
知

由仁町長 空
知

JAピンネ代表理事組合長 空
知

神竜土地改良区理事長

長　井　眞　一 松　村　　　諭 鎌　田　和　久 北　村　　　薫

空
知

JAながぬま代表理事組合長 空
知

栗山土地改良区理事長 空
知

雨竜町長 空
知

秩父別土地改良区理事長

柴　田　佳　夫 桂　　　一　照 白　川　久　純 境　谷　博　之

空
知

沼田町土地改良区理事長 空
知

由仁土地改良区理事長 空
知

深川土地改良区理事長 空
知

空知土地改良区理事長

岡　田　聖　人 飯　田　修　久 林　　　繁　美 岩　谷　尚　之

空
知

浦臼土地改良区理事長 上
川

和寒町長 上
川

JA北ひびき代表理事組合長 上
川

ＪＡふらの代表理事組合長

中　川　清　美 奥　山　　　盛 榎　本　實　男 植　﨑　博　行

上
川

東和土地改良区理事長 上
川

鷹栖町長 上
川

幌加内土地改良区理事長 上
川

中富良野町長

大　橋　政　美 谷　　　寿　男 稲　見　浩　一 小松田　　　清

上
川

JA東神楽代表理事組合長 上
川

大雪土地改良区理事長 上
川

当麻土地改良区理事長 上
川

空知川上流土地改良区理事長

岸　本　文　孝 佐々木　辰　善 太　田　正　人 吉　田　幸　男

後
志

蘭越町長
蘭越土地改良区理事長
金　　　秀　行

後
志

余市川土地改良区理事長 後
志

ニセコ町長 後
志

真狩村長

坂　東　義　一 片　山　健　也 岩　原　清　一

後
志

留寿都村長 檜
山

狩場利別土地改良区理事長 檜
山

江差土地改良区理事長 檜
山

せたな町長

佐　藤　ひさ子 伊　藤　幸　作 佐　藤　弘　志 高　橋　貞　光

渡
島

北斗市長 渡
島

八雲町長 胆
振

安平町土地改良区理事長 胆
振

厚真町土地改良区理事長

池　田　達　雄 岩　村　克　詔 阿　部　修　一 細　川　隆　雄

胆
振

伊達土地改良区理事長 日
高

日高町長
日高門別土地改良区理事長
大　鷹　千　秋

日
高

新ひだか町長
新ひだか土地改良区理事長
大　野　克　之

日
高

新冠町長

遊　佐　義　秀 山　本　政　嗣

十
勝

帯広市土地改良区理事長 十
勝

士幌町長 十
勝

清水町長 十
勝

芽室町長

中　村　博　志 髙　木　康　弘 辻　　　康　裕 手　島　　　旭

十
勝

中札内村長 十
勝

本別町長 十
勝

陸別町長 十
勝

浦幌町長

川　尻　年　和 佐々木　基　裕 本　田　　　学 井　上　　　亨

釧
路

標茶町長 釧
路

鶴居村長 根
室

別海町長 根
室

JA中春別代表理事組合長

佐　藤　𠮷　彦 大　石　正　行 曽　根　興　三 西　川　寛　稔

根
室

中標津町長 オ
ホ
ー

ツ
ク

美幌町長 オ
ホ
ー

ツ
ク

北見土地改良区理事長 オ
ホ
ー

ツ
ク

遠軽町長

西　村　　　穣 平　野　浩　司 岩　崎　隆　幸 佐々木　修　一
オ
ホ
ー

ツ
ク

小清水町長 オ
ホ
ー

ツ
ク

訓子府町長
訓子府土地改良区理事長
伊　田　　　彰

オ
ホ
ー

ツ
ク

網走川土地改良区理事長 オ
ホ
ー

ツ
ク

JAつべつ代表理事組合長

久　保　弘　志 加　地　政　幸 佐　野　成　昭
オ
ホ
ー

ツ
ク

JAゆうべつ町代表理事組合長 宗
谷

豊富町長 宗
谷

浜頓別町長 宗
谷

猿払村長

上　田　範　幸 河　田　誠　一 南　　　尚　敏 伊　藤　浩　一

留
萌

オロロン土地改良区理事長 留
萌

羽幌町長 留
萌

苫前土地改良区理事長

荒　木　俊　彦 森　　　　　淳 伊　藤　　　博
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本
会
は
７
月
23
日
、
札
幌
市
内
で
土
地
改

良
区
の
職
員
等
を
対
象
に
令
和
７
年
度
土
地

改
良
区
運
営
基
盤
強
化
推
進
研
修
を
開
催
し

た
＝
写
真
。
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
の
飯
田
博
隆
支
援
部
長
ら
が
講
師
と
な

り
、土
地
改
良
区
の
現
状
と
課
題
を
は
じ
め
、

会
計
経
理
、
水
土
里
ビ
ジ
ョ
ン
、
経
営
診
断

に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

本
研
修
会
は
、
土
地
改
良
区
の
運
営
基
盤

強
化
の
推
進
を
目
的
に
、
土
地
改
良
区
機
能

強
化
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
全
土
連
と

本
会
が
連
携
し
て
開
催
。
全
道
各
地
か
ら
約

１
４
０
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
藤
田
二
専
務
が
挨
拶
に
立
ち
、
４

月
に
改
正
さ
れ
た
土
地
改
良
法
に
つ
い
て
触

れ
、「
土
地
改
良
法
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
水

土
里
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
基
幹
か
ら
末
端
に
わ
た

る
施
設
を
保
全
す
る
た
め
の
役
割
分
担
や
取

組
、
土
地
改
良
区
の
経
営
収
支
健
全
化
な
ど

の
取
組
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
地
域
で
の

議
論
を
経
て
土
地
改
良
区
が
作
成
す
る
も
の
。

今
後
、
こ
の
取
組
が
地
域
の
農
業
生
産
基
盤

の
保
全
や
土
地
改
良
区
の
運
営
基
盤
の
強
化

に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。

本
部
・
支
部
の
連
携
・
協
力
な
ど
確
認

支
部
事
務
局
長
会
議

本
会
は
７
月
３
日
、
本
会
会
議
室
に
お
い

て
、
令
和
７
年
度
支
部
事
務
局
長
会
議
を
開

催
し
た
。
令
和
７
年
度
の
支
部
運
営
費
の
割

当
予
定
額
な
ど
を
報
告
し
た
ほ
か
、
農
業
農

村
整
備
事
業
国
費
予
算
の
確
保
に
向
け
、
本

部
・
支
部
が
連
携
し
た
要
請
活
動
の
実
施
等

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

会
議
に
は
支
部
事
務
局
長
の
ほ
か
、
本
会

藤
田
二
専
務
、
本
間
勤
常
務
ら
が
出
席
。

冒
頭
、
藤
田
専
務
が
挨
拶
に
立
ち
、
本
会

事
業
の
円
滑
な
運
営
・
推
進
に
向
け
た
支
部

の
支
援
・
協
力
を
求
め
た
。

会
議
で
は
、
支
部
運
営
費
の
令
和
６
年
度

決
算
と
令
和
７
年
度
割
当
予
定
額
等
に
つ
い

て
報
告
し
、
本
会
の
業
務
運
営
を
円
滑
に
推

進
す
る
た
め
の
本
・
支
部
間
の
協
力
体
制
に

つ
い
て
確
認
し
た
。
ま
た
、
５
月
14
日
、
６

月
18
日
と
19
日
に
実
施
し
た
令
和
８
年
度
農

業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
を
求
め
る
要
請

行
動
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
10
月

15
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
47
回
全
国
土
地

改
良
大
会
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

全
道
研
修
会
の
協
力
体
制
を
確
認

部
会
長
に
飯
沼
誠
一
氏
が
就
任

職
員
部
会
委
員
会

土
地
改
良
区
の
経
営
収
支
の
健
全

化
な
ど
に
向
け
て
研
修
会
を
開
催

土
地
改
良
区
運
営
基
盤
強
化
推
進
研
修

本
会
は
７
月
３
日
、
本
会
会
議
室
で
令
和

７
年
度
職
員
部
会
委
員
会
を
開
い
た
。
部
会

長
に
空
知
支
部
職
員
部
会
長
の
飯
沼
誠
一
委

員
（
秩
父
別
土
地
改
良
区
参
事
）
を
選
任
し

た
ほ
か
、
胆
振
管
内
登
別
市
で
開
催
す
る
全

道
研
修
会
の
協
力
体
制
を
確
認
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
正
副
部
会
長
の
互
選
が
行

わ
れ
、
部
会
長
に
飯
沼
委
員
、
副
部
会
長
に

胆
振
支
部
の
尾
谷
純
司
委
員
（
厚
真
町
土
地

改
良
区
参
事
・
新
任
）、
釧
路
支
部
の
村
山
尚

委
員（
標
茶
町
農
林
課
長・新
任
）を
選
ん
だ
。

委
員
会
で
は
、
各
支
部
か
ら
令
和
６
年
度

職
員
部
会
活
動
を
報
告
。
ま
た
、
７
年
度
事

業
計
画
で
、
９
月
３
日
か
ら
４
日
に
胆
振
管

内
登
別
市
で
開
催
す
る
全
道
研
修
会
に
向
け

た
協
力
体
制
を
確
認
し
た
ほ
か
、
ほ
っ
か
い

ど
う
水
土
里
ネ
ッ
ト
女
性
の
会
が
行
う
男
女

共
同
参
画
の
促
進
に
向
け
た
活
動
、
支
部
が

行
う
地
域
の
実
情
に
即
し
た
活
動
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
た
。
続
い
て
、
８
年
度
全
道
研

修
会
の
担
当
支
部
に
つ
い
て
協
議
。
釧
路
支

部
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
担
当
支
部
と

し
て
挨
拶
を
し
た
村
山
委
員
は
、「
本
部
と
も

連
携
し
有
意
義
な
研
修
と
な
る
よ
う
企
画
し

て
ま
い
る
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

職
員
部
会
委
員
会
は
、
土
地
連
支
部
の
推

薦
等
に
基
づ
い
て
本
会
会
長
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
15
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
。

      7月3日に開いた支部事務局長会議

土地改良区の運営基盤の課題につ
いて説明する全土連の飯田支援部長
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研
修
で
は
、
全
土
連
の
飯
田
部
長
と
勝
海

匠
主
事
か
ら
、
土
地
改
良
区
の
現
状
と
課
題

や
、財
務
諸
表
等
の
作
成
手
続
き
、水
土
里
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
。土
地
改
良
区
の
組
織

体
制
の
強
化
や
賦
課
金
の
未
納
な
ど
の
課
題

へ
の
対
応
事
例
や
、財
務
諸
表
を
作
成
す
る
際

の
要
点
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。
ま

た
、
本
会
か
ら
は
土
地
改
良
区
の
経
営
診
断

に
つ
い
て
説
明
。収
支
分
析
、更
新
積
立
支
援

の
事
前
提
出
資
料
の
作
成
方
法
を
紹
介
し
た
。

施
設
の
整
備
を
行
う
農
地
海
岸
事
業
の
積
極

的
な
推
進
が
望
ま
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
事

業
の
計
画
的
な
推
進
に
必
要
な
予
算
確
保
に

向
け
、
会
員
の
支
援
・
協
力
を
求
め
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
道
農
政
部

本
道
に
お
け
る
農
地
海
岸
事
業
の
計
画
的

な
推
進
に
向
け
、
道
内
27
市
町
村
で
構
成
す

る
北
海
道
海
岸
農
地
保
全
対
策
事
業
促
進
協

会
（
事
務
局
：
本
会
）
は
７
月
10
日
、
令
和

７
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、
７
年
度
事
業

計
画
及
び
収
入
支
出
予
算
等
を
原
案
ど
お
り

決
定
し
た
ほ
か
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
で
、
会
長
に
伊
藤
浩
一
猿
払
村
長
を
選

ん
だ
。

総
会
の
冒
頭
、
伊
藤
副
会
長
が
挨
拶
に
立

ち
、「
近
年
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
気
象
災

害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て
お
り
、
こ
れ
に

伴
う
波
浪
、
高
潮
に
よ
る
海
岸
浸
食
や
津
波

な
ど
の
災
害
に
対
す
る
備
え
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
農
地

海
岸
は
、背
後
の
優
良
な
農
地
と
、そ
こ
で
展

開
さ
れ
る
農
業
生
産
活
動
、
さ
ら
に
は
地
域

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
、
地
域
に
と
っ

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
海
岸
保
全

関
根
健
二
農
村
整
備
課
長
が「
農
地
海
岸
は
、

食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
と
安
全
な
農
村
地

域
の
形
成
を
図
る
う
え
で
、
大
変
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
道
と
し
て
は
、
引
き
続

き
農
地
海
岸
事
業
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い

く
た
め
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
老
朽
化
や
機
能
低
下
な
ど
の
課
題

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
効
果
的
な
維
持
管
理

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
る
」
と
述
べ
た
。

議
事
で
は
６
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
、

７
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
等
に
つ
い
て
原

案
ど
お
り
承
認
。
事
業
計
画
で
は
、
８
年
度

国
費
予
算
の
確
保
等
の
た
め
の
提
案
・
要
請

活
動
、
全
国
農
地
海
岸
保
全
協
会
等
の
活
動

と
の
連
携
協
力
等
に
取
組
む
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
で

は
、
会
長
の
ほ
か
、
副
会
長
な
ど
６
名
を
選

任
し
た
。

最
後
に
、
北
海
道
農
地
海
岸
事
業
の
推
進

に
関
す
る
要
請
行
動
に
つ
い
て
、
関
係
国
会

議
員
等
へ
の
要
請
を
10
月
に
行
う
こ
と
と
し

た
。今

年
度
、
本
道
で
は
７
市
町
村
９
地
区
で

海
岸
保
全
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

会
長
以
外
の
役
員
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称

略
）

▽
副
会
長
久
保
弘
志
（
小
清
水
町
長
）
▽

同
山
口
将
悟
（
標
津
町
長
）
▽
理
事
片
岡

春
雄
（
寿
都
町
長
）
▽
同
刈
田
智
之
（
湧

別
町
長
）
▽
監
事
齊
藤
清
隆
（
浜
中
町
長
）

▽
同
国
部
雅
人
（
遠
別
町
長
）

        市町村長らが出席して開かれた通常総会

会
長
に
伊
藤
猿
払
村
長
を
選
任

農
地
海
岸
事
業
の
計
画
的
な
推
進
に
向
け
連
携

北
海
道
海
岸
農
地
保
全
対
策
事
業
促
進
協
会
通
常
総
会
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